
なまえ ひづけ がつ にち

1

次
の 

言
葉
は 

ど
れ
に 

あ
た
る
か
な
。
記
号
を 

書

こ
う
。

㋐
和
語
（
も
と
か
ら 

日
本
に 

あ
る 

言
葉
。
訓
読
み
）

㋑
漢
語
（
中
国
か
ら 

入
っ
た 

言
葉
な
ど
。
音
読
み
）

㋒
外
来
語
（
ほ
か
の 

国
か
ら 

入
っ
た 

言
葉
。
か
た
か
な
）

1

山や
ま

2

ノ
ー
ト

3

学
校

が
っ
こ
う

4

始
ま
り

は
じ

5

電
車

で
ん
し
ゃ

6

テ
ー
ブ
ル

7

花
火

は
な
び

8

読
書

ど
く
し
ょ

ヒント

和語は もともと 日本に あった 言葉（訓読みの 言葉が 多

い）、漢語は 中国から 入った 言葉や、漢字の 音を 組み合

わせて 日本で 作られた 言葉（音読みの 言葉）、外来語は

ほかの 国から 入った 言葉（ふつうは かたかなで 書く）

だよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「同じ意味の 和語・漢語・外来語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-43

和語・漢語・外来語を 見分けよう
やさしい ★☆☆ ・ 言葉の 由来で 分ける文

文法

読み方が
ヒントだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
）
の 

組
の 

□
に 

入
る 

言
葉

を 

選
ぼ
う
。

1

（
は
や
さ
・
□
・
ス
ピ
ー
ド
）

㋐
高
速

㋑
速
度

㋒
速
達

2

（
き
ま
り
・
□
・
ル
ー
ル
）

㋐
規
則

㋑
期
間

㋒
記
録

3

（
わ
ざ
・
□
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
）

㋐
手
術

㋑
美
術

㋒
技
術

4

（
ひ
る
め
し
・
昼
食
・
□
）

㋐
ラ
ン
チ

㋑
モ
ー
ニ
ン
グ

㋒
デ
ィ
ナ
ー

5

（
ま
な
び
や
・
学
校
・
□
）

㋐
ク
ラ
ス

㋑
チ
ャ
イ
ム

㋒
ス
ク
ー
ル

6

（
は
な
し
合
い
・
会
議
・
□
）

㋐
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

㋑
イ
ベ
ン
ト

㋒
パ
ー
テ
ィ
ー

7

（
ゆ
う
め
し
・
夕
食
・
□
）

㋐
デ
ザ
ー
ト

㋑
ブ
ラ
ン
チ

㋒
デ
ィ
ナ
ー

8

（
や
ど
や
・
旅
館
・
□
）

㋐
ロ
ビ
ー

㋑
ホ
テ
ル

㋒
レ
ス
ト
ラ
ン

ヒント

（和語・漢語・外来語）の 順に 並んで いるよ。たとえば
なら

「はじめ・開始・スタート」は、どれも 始まりを 表す 言

葉だね。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「読み方で 意味が 変わる 言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-44

同じ意味の 和語・漢語・外来語
ふつう ★★☆ ・ 同じ ものを 表す 三つの 言葉文

文法

三つの 言葉を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

線
の 

言
葉
の 

正
し
い 

読
み
方
を 

選
ぼ
う
。

1

折
り
紙
に 

使
う 

色
紙
を 

買
っ
た
。

㋐
し
き
し

㋑
い
ろ
が
み

2

有
名
な 

人
に 

色
紙
に 

サ
イ
ン
を 

し
て
も
ら
っ
た
。

㋐
い
ろ
が
み

㋑
し
き
し

3

理
科
の 

時
間
に 

生
物
の 

体
の 

つ
く
り
を 

調
べ
た
。

㋐
な
ま
も
の

㋑
せ
い
ぶ
つ

4

生
物
な
の
で
、
早
め
に 

食
べ
て 

く
だ
さ
い
。

㋐
な
ま
も
の

㋑
せ
い
ぶ
つ

5

紙
で 

作
っ
た 
風
車
を 

持
っ
て 

走
っ
た
。

㋐
ふ
う
し
ゃ

㋑
か
ざ
ぐ
る
ま

6

オ
ラ
ン
ダ
に
は 

大
き
な 
風
車
が 

多
い
。

㋐
か
ざ
ぐ
る
ま

㋑
ふ
う
し
ゃ

7

人
気
の 

な
い 

夜
の 

道
は 

少
し 
こ
わ
い
。

㋐
ひ
と
け

㋑
に
ん
き

8

あ
の 

歌
手
は 

子
ど
も
た
ち
に 

人
気
が 
あ
る
。

㋐
に
ん
き

㋑
ひ
と
け

ヒント

同じ 漢字でも、和語（訓読み）と 漢語（音読み）で 意味

が ちがう ことが あるよ。文の 前後を 読んで 考えよう。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「主語と 述語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-45

読み方で 意味が 変わる 言葉
むずかしい ★★★ ・ 和語と 漢語の 読み分け文

文法

文の 意味から
考えよう


